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（平成 28 年）

第 131 号

今月の主な内容

今月の表紙
秋晴れのもと、第11回紀美野町スポーツ・レ
クリエーション大会が開かれ、ペタンク・陸上競
技・ゲートゴルフの３種目に合わせて町民約100
人が出場。熱戦が繰り広げられました。【写真：ペ
タンク競技の様子/円内は開会式で選手宣誓を
行った片畑　羽弥くん（野上小学校６年生）】
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振
り
込
め
詐
欺
等
の
消
費
者
被
害
の
未
然
防

止
を
目
的
に
、「
自
動
通
話
録
音
機
」
を
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。
自
動
通
話
録
音
機
は
、
電
話

回
線
と
電
話
機
の
間
に
接
続
す
る
機
器
で
、
着

信
時
に
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
、
会
話
内
容

を
自
動
で
録
音
し
ま
す
。
悪
質
業
者
は
、
警
告

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
時
点
で
電
話
を
切
る
こ

と
が
多
く
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

紀
美
野
町
に
住
所
を
有
し
、
①
②
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

※
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、
併

用
に
よ
り
不
具
合
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

①
65
歳
以
上
で
、
一
人
暮
ら
し
の
方

　

②
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
方

　

③
平
日
の
日
中
、
65
歳
以
上
の
み
と
な
る
世

帯
の
方

■
募
集
台
数　

15
台
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

尚
、
見
守
り
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方
等
を
優
先
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
機
器
の
貸
与
を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
、
効
果

測
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

11
月
１
日
（
火
）
～
30
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

そ
の
他
申
請
方
法
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

総
務
課　

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

■
期　
　

間　

11
月
14
日
（
月
）
～
20
日
（
日
）

■
時　
　

間　

８
時
30
分
～
19
時

　
※
土
・
日
曜
日
に
つ
い
て
は
、
10
時
～
17
時
ま
で

　
電
話
番
号　

℡ 

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

毎
年
、
期
間
中
に
は
、
紀
美
野
町
人
権
委
員

会
、
人
権
擁
護
委
員
会
、
そ
の
他
関
係
機
関
の

協
力
の
も
と
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

持
っ
て
い
る
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い

く
た
め
に
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
権
利
で
す
。

　

本
町
が
め
ざ
す「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

す
べ
て
の
町
民
が
心
豊
か
で
、
自
分
ら
し
く
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で

す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
人
権
や
他
者
の

人
権
を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
自
分

の
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、「
人
権
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

機
会
を
得
て
、
自
分
自
身
に
よ
る
「
気
づ
き
」

を
促
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

期
間
中
の
主
な
啓
発
活
動
の
日
程
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
の
ぼ
り
の
設
置
（
町
内
各
所
）

■
町
民
大
学
講
座
（
人
権
講
演
会
）

　

11
月
25
日
（
金
）
18
時
30
分
～　

　

文
化
セ
ン
タ
ー（
詳
細
は
広
報
き
み
の
10
頁
）

■
町
内
各
小
・
中
学
校
へ
の
啓
発

　

12
月
８
日
（
木
）

11
月
25
日
～
12
月
１
日
は
犯
罪
被
害
者
週

間
で
す
。
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
ご
家

族
は
、
直
接
の
被
害
に
加
え
、
そ
の
後
も
精

神
的
・
社
会
的
・
経
済
的
に
深
刻
な
被
害
を
受

け
る
こ
と
が
多
く
、
再
び
平
穏
な
生
活
を
取

り
戻
す
た
め
に
は
、
周
囲
の
理
解
と
配
慮
に

基
づ
く
協
力
が
重
要
で
す
。

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
！

11
月
11
日
～
12
月
10
日
は

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

犯
罪
被
害
者
週
間
の
お
知
ら
せ

消
費
者
被
害
未
然
防
止
！

～
自
動
通
話
録
音
機 

無
料
貸
与
～

交
通
事
故
の
な
い
町
を
目
指
し
て
！

平
成
28
年
度
紀
美
野
町
交
通
安
全
推
進

高
齢
者
教
室
・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

ゲートゴルフ大会　上位入賞者の皆さん

試合結果（敬称略）
【男性】
優　勝　萩　　圭弘　44
準優勝　前中　徹哉　45
３　位　吉田　穎弘　50
【女性】
優　勝　硲　　艶子　45
準優勝　福岡　規子　48
３　位　橘本　陽子　53

９
月
30
日
、
平
成
28
年
度
紀
美
野
町
交
通

安
全
推
進
高
齢
者
教
室
・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大

会
が
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
53
人

（
男
性
30
人
・
女
性
23
人
）
の
町
内
高
齢
者

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
推
進
高
齢
者
教
室
で
は
、
海
南

警
察
署
の
加
藤
賢
治
交
通
課
長
か
ら
交
通
安

全
講
話
が
あ
り
、「
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩

行
中
、
明
る
い
目
立
つ
色
の
衣
服
あ
る
い
は

反
射
材
用
品
等
の
着
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
道
路
を
横
断
す
る
際
に
は
特
に

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。」
と
呼
び
か
け
が

あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
講
話
を
熱
心
に
聞

い
た
後
、
秋
晴
れ
の
も
と
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を

楽
し
む
と
と
も
に
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
ら

れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
（
９
ホ
ー

ル
）
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
数
字
は

ス
コ
ア
で
す
。

■
特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

12
月
８
日
（
木
）
10
時
～
15
時

　

中
央
公
民
館
・
地
域
資
源
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
５

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
及
び
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
ご
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
等
の
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
の

何
で
も
相
談
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
・
和
歌
山
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１
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当院の栄養課では最新の調理機器や調理方法を活用し、安心・安全で
高品質な食事サービスの提供を入院患者様に行っております。一般的な
食事だけでなく、病気治療の為の食事やその人の噛む力や飲み込む能力
にあった形態の食事も提供しております。入院中の食事の提供だけでな
く、退院後の食生活や治療食についての相談・指導、さらに『食のサポー
トステーション　まごころ』による嚥下食や口腔ケアグッズなどの販売
も行っております。また、地域の皆様に向けて嚥下教室の開催、地域の
サロンや行事に参加し、食事と栄養についての広報活動も行っておりま
す。
　“食”は最も身近で、ヒトの生命活動には欠かせないものの一つです。この大切な“食”を通じ地域の皆様と関
われて行けたらと思っております。糖尿病や腎臓病などの病気に対する食事内容だけでなく、介護食の作り方や
商品についてなど“食”のお困りごとがございましたら私たちまでご相談ください。

■問い合わせ　国保野上厚生総合病院　栄養課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１７８（代表）

栄養課　管理栄養士４名と事務員

　相続が発生した時、土地建物の不動産の名義変更（相続登記）を行わないと、将来、相続人が増えてしまい手
間と費用がかさんだり、不動産を売却しようとしてもすぐに売ることができない場合があります。また、遺言を
残しておかないと相続人の間でトラブルが発生することがあります。
　今回、和歌山地方法務局では、和歌山公証人会ならびに和歌山県司法書士会と連携し、先着50名様限定で無
料講演会・相談会を開催します。相続登記がお済みでない方や遺言を考えている方は、この機会をぜひご利用くだ
さい。

■日　時　　平成28年12月４日（日）　13時30分～ 15時30分（開場　13時～）
■場　所　　中央公民館２階　視聴覚室
■内　容　　⑴　相続登記を忘れずに
　　　　　　⑵　遺言書作成のすすめ
　　　　　　⑶　相続登記・遺言無料相談会
■問い合わせ　和歌山地方法務局総務課　℡０７３ ‐ ４２２ ‐ ５１３２

　12月３日（土）国保野上厚生総合病院　東館１階で「厚生病院
まつり」を開催します。
　厚生病院をもっと知っていただく機会を持ち、地域の住民の皆
様との交流をはかり、身近な健康づくりの拠点となるような病院
を目指したいと思いイベントを開催することを企画しました。楽
しく、健康について考える健康体験コーナーやお楽しみコーナー
など色々企画しておりますので、皆さまお気軽におこしください。

＊先着100名様にお買い物バッグ　プレゼント

■日時：平成28年12月３日（土）10時～ 14時
■場所：国保野上厚生総合病院　東館一階
■問い合わせ　
　　　　国保野上厚生総合病院　事務所　上田・西田
　　　　℡ ０７３‐４８９‐２１７８（代表）

健康体験コーナー
・骨密度測定
・血管年齢測定
・脳年齢テスト
・健康体操
・健康相談（スタッフに気軽に声をかけてください）
・お薬相談・湿布の貼り方講座
・嚥下（えんげ）食作り

お楽しみコーナー
・写真展
・子供白衣体験・写真撮影会（無料）
・子供屋台
・バザー（12 時～ 13 時）
・もちまき（13 時 30 分～）
・喫茶コーナー
・パンの販売

和歌山地方法務局から
「相続登記・遺言に関する無料講演会・相談会」のご案内

（土地や建物の相続登記はお済みですか？）

第１回　厚生病院まつりのお知らせ
～きて！みて！ふれあって！～

国保野上厚生総合病院だより（職員紹介⑰）
国保野上厚生総合病院　栄養課
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日時　平成28年11月26日（土）
　　　11時開場
場所　和歌山ビッグ愛　１階
　　　展示ホール・大ホール
　　　（和歌山市手平２丁目１‐２）
　　
　詳細につきましては、和歌山地方
税回収機構のホームページに掲載し
ます。

■問い合わせ
　役場　税務課
　℡０７３‐４８９‐５９０５
　和歌山地方税回収機構
　℡０７３‐４２２‐３６３０

　平成28年度の「税を考える週間」は、「くらしを支える税」をテーマとして、税の役割やICTを利用した申告・
納税環境の整備、社会保障・税番号（マイナンバー）制度などへの取組について紹介します。

○税の役割
　国や地方公共団体は、国民の生活に欠かすことのできな
い公共サービスを提供するため、様々な行政活動を行って
おり、その活動のために必要な経費を賄う財源が「税金」
です。
　国税庁では、この納税義務の履行を適正かつ円滑に実現す
るため、さまざまな納税者サービスの充実を図っています。

○ICT（情報通信技術）を利用した申告・納税環境の整備
　国税庁では、申告・納税の際の納税者の利便性の向上を
図るため、ICT化を通じた納税環境の整備を進めています。
　「e-Tax」については、利用者の利便性向上の観点から、
スマートフォンやタブレット端末から利用できる手続の対
象を拡大するほか、添付書類について、e-Taxで受付可能
なデータ形式への変換プログラムの提供や、イメージデー
タによる提出を可能とするなど、更なる利便性向上に向け
た施策に取り組んでいます。

●紀州漆器まつり・家庭用品まつりへの参加
　日程：11月5日（土）
　内容：海南納税協会が税金コーナーを設けてＰＲ
●紀美野町農林商工まつりへの参加
　日程：11月20日（日）
　内容：海南納税協会が税金コーナーを設けてＰＲ
●小学生の税の習字展（優秀作品10点程度）
　日程：11月11日（金）～ 11月18日（金）
　　　　９時30分～ 18時（18日は16時まで）
　場所：海南駅構内海南市物産観光センター

●平成28年分確定申告書からマイナンバーの記載が必要となります。
　＊　提出する際には本人確認のため、①マイナンバーカードの表面

及び裏面の写し、②納税者の通知カードの写し及び免許証など
写真付身分証明書の写しのいずれかが必要です。

●確定申告書等の作成は国税庁ホームページで！
　～確定申告書等作成コーナー～
　《書面で出力し印刷するなら電子証明書
　（住基カード等）やＩＣカードリーダライタが要りません。》
　＊　計算誤りがありません。
　＊　出力（印刷）した申告書に押印して、郵送で提出できます。
　　　（添付書類は申告書と併せて提出する必要があります。）

　県では、多重債務、借金など、お金の問題に悩んでいる県民の皆さんの問題解
決に向け、専門家（弁護士・司法書士）による無料相談会を開催します。

■原則、事前予約制です。ご希望の開催場所の予約受付先へ、電話にてご連絡く
ださい。受付開始は11月1日（火）からです。（受付時間：平日9時～ 17時）

■居住地にかかわらず、どの会場でもご相談いただけます。
■問い合わせ　県庁県民生活課　℡ 073 ‐ 441 ‐ 2345（平日9時～ 17時）

●税に関する情報は国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）へ　
●国税分野におけるマイナンバー制度に関する情報は（www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm）、
　国税庁法人番号公表サイト（www.houjin-bangou.nta.go.jp）へ

開催日 会 場 予約受付先
12月9日（金）
17時～ 20時

県消費生活センター 県庁 県民生活課 ℡ 073 ‐ 441 ‐ 2356
那賀振興局 那賀振興局 総務県民課 ℡ 0736 ‐ 61 ‐ 0006

12月11日（日）
13時～ 16時

県消費生活センター 県庁 県民生活課 ℡ 073 ‐ 441 ‐ 2356
伊都振興局 伊都振興局 総務県民課 ℡ 0736 ‐ 33 ‐ 4900
有田振興局 有田振興局 総務県民課 ℡ 0737 ‐ 64 ‐ 1257
日高振興局 日高振興局 総務県民課 ℡ 0738 ‐ 24 ‐ 2936
西牟婁振興局 西牟婁振興局 総務県民課 ℡ 0739 ‐ 26 ‐ 7909
東牟婁振興局 東牟婁振興局 総務県民課 ℡ 0735 ‐ 21 ‐ 9607

○社会保障・税番号（マイナンバー）制度
　社会保障・税番号（マイナンバー）制度については、平
成27年10月からマイナンバー（個人番号）及び法人番号
の通知が行われ、平成28年１月から国税分野において番号
の利用が開始されています。
　なお、平成29年１月以降は、各種申告書や法定調書等へ
の番号記載が本格化することから、国税庁においては、関
係省庁や関係民間団体等とも連携·協調を図りながら、効果
的な周知·広報を実施します。
　また、国税庁は、法人番号の付番機関であることから、
法人番号が社会的なインフラとして幅広い分野で利活用さ
れるよう、関係省庁と連携を図りつつ、「わかる。つながる。
ひろがる。」をキャッチフレーズに制度説明や利活用の働き
かけに取り組みます。

「海南税務署からのお知らせ」
「税を考える週間」〔11月11日（金）～ 11月17日（木）〕

テーマ：「くらしを支える税」

「借金からの生活再建無料相談会 ～クレジット・キャッシング・
過払い・個人事業者の方も～」開催のお知らせ

税金滞納により差押えた
家電・雑貨などを公売します！

作成コーナー で検索



2016.115

認
知
症
の
人
や
家
族
、
支
援
者
、
一
般
の
人

が
少
し
ず
つ
リ
レ
ー
を
し
な
が
ら
、
一
つ
の
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ　

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
‐
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
２
０
１
６
」
が
10
月
１

日
（
土
）、
御
坊
市
―
和
歌
山
市
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
と
は
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
広

め
、「
認
知
症
の
人
と
伴
走
で
き
る
社
会
」
を
目

　

10
月
６
日
、
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ

ル
フ
場
で
紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
第
11
回
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

が
開
か
れ
、
36
人
の
方
々
が
秋
晴
れ
の
も
と
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
お
か
げ
で
、

【
３
６
４
，６
５
２
円
】
と
い
う
多
額
の
浄
財
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
次
の
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
地
域
の
非
行
防
止
の
た
め
の
環
境
浄
化
と
啓

発
活
動

＊
更
生
保
護
施
設
で
、
自
立
更
生
を
め
ざ
し
生

活
し
て
い
る
方
へ
の
激
励
、
援
助
活
動

＊
矯
正
施
設
で
、
社
会
復
帰
の
た
め
に
教
育
を

受
け
て
い
る
人
達
の
更
生
を
助
け
る
た
め

の
激
励
、
援
助
活
動

＊
町
内
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
、

中
学
校
卒
業
生
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

＊
町
内
各
公
民
館
、小
・
中
学
校
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
四
季
折
々
の
花
植
え

＊
町
内
各
小
中
学
校
へ
備
品
を
寄
贈
（
平
成
27

年
度
）

　

・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
・
ア
イ
パ
ッ
ド
・
ス
ト
ッ

プ
ウ
オ
ッ
チ

　

・
縄
と
び
の
マ
ッ
ト
・
花
瓶
・
一
輪
車
ス
タ

ン
ド
等

　

地
域
の
住
民
や
こ
ど
も
達
と
共
に
歩
ん
で
い

く
更
生
保
護
女
性
会
を
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
お
心
に
感
謝
し
、
紙
上
を
お

借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会
（
会
員
72
人
）

会
長　

森
田
佳
子

Ｒ
Ｕ
Ｎ　

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
‐
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

（
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
〈
ラ
ン
と
も
〉）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
！

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

主
催 

第
11
回
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会　

開
催

『
愛
の
手
で
築
こ
う
明
る
い
よ
い
社
会
』

愛
の
協
賛
金
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

沿道で中学生の声援をうけながら

ランナーの名前を書いたタスキをつないで

上位入賞者の皆さん

■大会結果（９ホール）
　数字は打数です。同打数は
　隠しホールによる。（敬称略）
　【男性】
　　優　勝　吉田　穎弘　　44
　　準優勝　中岡　豪千　　47
　　３　位　弓庭　武彦　　49
　【女性】
　　優　勝　池本　タマミ　46
　　準優勝　上芝　邦子　　52
　　３　位　中　　時子　　52

指
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
認
知
症
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
ク
ラ
ブ
」
が
２
０
１
１
年
か
ら
始
め
た
も

の
で
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
本
線
（
６
，

５
０
０
㎞
）
に
加
え
、
昨
年
に
続
き
紀
美
野

コ
ー
ス
が
和
歌
山
副
線
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し

た
。認

知
症
の
人
や
家
族
、
学
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
な
が
み
ね
農
協
職
員
、
支
援
者
、
社
会
福

祉
協
議
会
・
役
場
職
員
な
ど
約
１
５
０
人
が
、

揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
参
加
し
、
な
が
み
ね

農
業
協
同
組
合
美
里
支
店
か
ら
和
歌
山
マ
リ
ー

ナ
シ
テ
ィ
ま
で
約
25
㎞
間
、
１
本
の
タ
ス
キ
を

和
歌
山
チ
ー
ム
に
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
沿
道
や
中

継
地
点
で
は
美
里
中
学
校
・
野
上
中
学
校
の
学

生
、
施
設
利
用
者
、
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
声

援
を
お
く
り
な
が
ら
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
だ
け
で
な
く
応
援
者
も
「
認
知
症
」
に

つ
い
て
知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

紀
美
野
町
で
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
や
徘
徊
模
擬
訓
練
な
ど
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
・
紀
美
野
町
」

を
め
ざ
し
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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歯に自信のある方募集
　紀美野町では、「80歳・90歳になっても自
分の歯を20本以上残そう！」という8020・
9020運動を実施しています。達成者は“健
康で長生き”と言われています。そういう
方々が増えると紀美野町はより一層元気な町
になりますね。
　そこで、下記に該当する方を歯科優良者として表彰させてい
ただきます。歯に自信のある方は、ぜひお申込みください。
■対象者　紀美野町に住所を有し、次の①か②に該当する方
　①80歳以上で自分の歯が20本以上残っている方
　　※8020で表彰されたことがある方は対象になりません
　②90歳以上で自分の歯が20本以上残っている方
　　※9020で表彰されたことがある方は対象になりませんが、

8020で表彰された方は対象になります
■応募締切　11月22日（火）　
■問い合わせ・申し込み
　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０
　まずはお電話にて、お気軽に問い合わせください。
　※申し込みいただいた方には、表彰審査のため、調査をさせ

ていただくことがあります。ご了承ください。

★こども園・保育所開放のご案内
　園庭を開放しますので、親子で遊べます。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○きみのこども園：11 月 14 日（月）・28 日（月）　９時～ 12 時　　　 ℡ ０７３‐４８９‐２１４４
　○神野保育所　　：11 月 2 日（水）・16 日（水）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３‐４９５‐２０４９
★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで）　　 11 月 1 日（火）9 時 30 分～ 11 時 30 分　子育て支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 11 月 15 日（火）9 時 30 分～ 11 時 30 分　子育て支援センター
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　　11 月 22 日（火）9 時 30 分～ 11 時　　　 総合福祉センター２階　プレイルーム
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（きみのこども園内）まで申込みよろしくお願いします。
　　℡ ０７３‐４８９‐２１４４
★子育て支援センター・文化センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○子育て支援センター：月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）℡ ０７３‐４８９‐２１４４
　（きみのこども園内）　 11 月 14 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・栄養士による栄養相談
　○文 化 セ ン タ ー：毎月第２・４週の木曜日（祝日は休み）　（9 時 30 分～ 11 時 30 分）℡ ０７３‐４９５‐９０５５
　　　　　　　　　　　 11 月 24 日（木）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。
　　お気軽にお越しいただくか、お電話にてお問い合わせください。    ℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

健康相談のお知らせ（11 月の日程）

●保健福祉・介護などの総合相談窓口
　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8時 30 分～ 17 時 15 分）　℡ 073‐489‐9960
　　　　 休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡ 073‐489‐2430
〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　2日、9日、16 日、30 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　保健師・栄養士が各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今
後のよりよい生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、お気
軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

保健・福祉だより
平成28年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談く

ださい。 11 月 14 日（月）
11 月 28 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受
け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精
神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

11 月 9 日（水）　　
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行
います。（予約制）

11 月 14 日（月）
11 月 28 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）
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健康づくり情報Vol.14 カルシウムをとりましょう！
十代後半から二十代前半の基礎となる強い骨を作る時
期を経て、女性では四十歳代や五十歳代前半には女性ホ
ルモン分泌が低下して、閉経期の一年位前から骨量の減
少が現れ、閉経期後半で骨量減少が大きくなります。

〈１日の摂取基準〉
成人男性：７００ｍｇ
成人女性：６５０ｍｇ

カルシウムの吸収率は食品によって異なります。
吸収率は牛乳や乳製品が約 50％、小魚類 30％、緑黄
色野菜や海藻類が 20％です。

献血のお知らせ 紀美野町総合福祉センター　10時～ 12時30分
国保野上厚生総合病院　　　14時～ 16時30分11月25日（金）

※その日の健康状態や服薬等により、
献血できない場合があります。

「認知症の方を支えるための看護職の連携」のテーマで研修会を開催します。
■日　　時　平成28年11月19日(土)　13時30分～ 17時
■場　　所　和歌山県看護研修センター　海南市南赤坂17番地
■内　　容　・講演「認知症について」大餐　義仁先生（橋本市民病院　脳神経外科部長）
　　　　　　・病院、訪問看護ステーションの看護師と市町村保健師から看護職の支援についての発表
　　　　　　・総括　認知症認定看護師　米田恭子さん(日本赤十字和歌山医療センター )　
■問い合わせ・申し込み　　和歌山県看護協会　℡ ０７３ ‐ ４８３ ‐ １００５

公開講座のお知らせ（公益社団法人和歌山県看護協会）

●対象児
・保護者、児童が紀美野町内に住民票を有し、集団保育（教育）

可能な児童かつ保護者の就労等により自宅で保育できない児
童。

・入所（園）日において満１歳１ヶ月以上であること。（きみの
こども園：保育所部、神野保育所においては誕生日の翌月よ
り入所可能）

・小学校就学前の４月２日時点で満３歳以上の児童。（きみのこ
ども園：幼稚園部）

●申請書類
　①認定申請書兼入所（園）申請書
　　（添付書類）
　②就労・就職内定証明書または自営業・介護等申立書　
 （③平成28年１月１日に保護者の方の住民票が紀美野町にない

場合、当該日に住民票を置いていた市町村発行の所得課税
証明書）

●受付期間　　　平成28年11月１日（火）～ 30日（水）　　　
　　　　　　（土、日、祝日を除く）

■問い合わせ・申し込み
　総合福祉センター内保健福祉課
　　　　　　　　（℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０）
　〒６４０－１１２１　紀美野町下佐々１４０８番地４
　美里支所住民室（℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ３４６４）
　きみのこども園（℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４）
　神野保育所　 　（℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ２０４９）
※詳細は紀美野町HPで掲載しております。

　和歌山県立医科大学附属病院肝疾患相談支援センター
が、海南保健所で「肝炎無料出張相談」を実施します。
　ウイルス性肝炎は、治療を受けずに放っておくと肝硬
変や肝がんになる可能性のある病気のため、専門医によ
る最適な治療を受ける必要があります。また、近年、Ｃ
型肝炎は副作用のほとんどない飲み薬による治療方法が
登場しています。
　肝疾患相談支援センターは、最適な治療を受けるため
にお手伝いをしますので、お気軽にご予約ください。

■日　　時　平成28年12月７日（水）　10時～ 16時
■場　　所　海草振興局　海南保健所クリニック
　　　　　　海南市大野中939番地
■参 加 費　無料
■予約方法　電話予約（肝疾患相談支援センター
　　　　　　℡ ０７３‐４４１‐０８５０）
　　　　　　予約後、キャンセルの方は必ずご連絡くだ

さい。
■内　　容　・肝炎の診断および治療についての相談
　　　　　　　　　　　　　　　（肝疾患全般について）
　　　　　　・肝炎医療費助成について
■そ の 他　相談時間は約１時間を予定しています。
　　　　　　検査結果等があればお持ちください。より

具体的な相談ができます。

平成29年度
保育所等入所関係手続きのお知らせ

「肝炎無料出張相談（和歌山県立医科
大学附属病院）」の開催について

～ 最適な治療を受けるために ～平成29年度保育所・こども園の入所(園)児童を募集します。
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お
知
ら
せ
・
募
集

町
税
は
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
町
で
は
、
納
期
内
に
納
付
さ
れ
た

方
と
の
公
平
を
保
ち
、
滞
納
の
解
消
を
図
る

た
め
に
、
県
、
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
と

合
同
で
、
11
月
・
12
月
を
『
合
同
滞
納
整
理

強
化
月
間
』
と
し
て
、
税
収
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

税
金
を
滞
納
す
る
と
本
来
納
め
る
べ
き
税

金
の
他
に
延
滞
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
す
る
と
、
法

律
に
基
づ
き
滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
、

給
与
や
不
動
産
な
ど
財
産
の
差
押
え
や
公
売

な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
納
期
内
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
役
場

ま
た
は
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
何
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き
な
い
方

は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
納

税
方
法
等
に
つ
い
て
税
務
課
ま
で
必
ず
ご
相

　

紀
美
野
町
か
ら
支
給
対
象
の
方
に
対
し

て
、
９
月
末
に
申
請
書
等
を
送
付
し
て
お
り

ま
す
。
申
請
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
自
身
が
給
付
対
象
と
思
わ
れ
る

方
で
、
申
請
書
等
が
届
か
な
い
場
合
は
、
電

話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金

・
対
象　

平
成
28
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、

紀
美
野
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
28

年
度
町
・
県
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
方

　

※
た
だ
し
、左
記
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

　

①
市
町
村
民
税
の
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
場
合

　

②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合

・
給
付
額　

３
，０
０
０
円

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

・
対
象　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者

で
、
障
害
基
礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎
年
金

等
の
平
成
28
年
５
月
分
の
受
給
が
あ
る
方
。

　

※
た
だ
し
、
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
を

受
給
さ
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

・
給
付
額　

３
０
，０
０
０
円

■
申
請
期
間　

平
成
28
年
10
月
３
日
（
月
）
～

　

平
成
29
年
１
月
13
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
請
先

　

役
場
本
庁
住
民
課
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
保
健
福
祉
課
・
美
里
支
所
住
民
室

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
等
が
、
児
童
の
就

学
な
ど
で
資
金
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、

和
歌
山
県
か
ら
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
る
制
度

で
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
等
の
経
済
的

支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
扶
養
し
て
い
る
児

童
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
電
話
に
て
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
貸
付
制
度
利
用
時
に
は
、
世
帯
の
収
入
や

公
共
料
金
滞
納
の
有
無
等
の
審
査
が
あ
り

ま
す
。

※
貸
付
利
率
に
つ
い
て
は
原
則
無
利
子
で
す

が
、
期
限
内
に
返
済
が
な
い
場
合
は
、
違

約
金
が
発
生
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方

税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社

会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
28
年
１

月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の

全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）
の
負
担
す

べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
ら
れ
ま
す
。）

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と

き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
（
就

学
支
度
資
金
、
修
学
資
金
）
制
度
に
つ
い
て

11
月
・
12
月
は

『
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
』
で
す

臨
時
福
祉
給
付
金
、
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
お
知
ら
せ

個人番号カード交付の臨時専用窓口の開設について
　個人番号カード交付通知書（郵便はがき）が届いた方で、平日、個人番号カードを受取ることが出来ない方は、ご予約の上、休日に
受取ることができます。希望される方は、下記によりご予約ください。また、受取り当日は、通知書に記載しております書類等をご持
参のうえ、交付場所（通知書の剥離シールをはがして、ご確認ください。）をお間違えのないよう、申請者本人が受取りにお越しくだ
さい（※）。
　なお、個人番号カード受取りにかかる時間は、１人15分程度となりますので、１時間に４人から５人の予約人数となります。
※病気や身体の障がい等、やむを得ない理由により本人が来庁できない場合は、代理人の方が受取ることができます。詳細については、

下記までお問い合わせください。
■受取希望日時　平成28年11月26日（土）・27日（日）　８時30分～ 11時30分
■予 約 期 間　平成28年11月１日（火）～ 18日（金）（土・日・祝日を除く。）　８時30分～ 17時15分
■予 約 方 法　電話にて下記へお申し込みください。　
■問い合わせ・申し込み　□交付場所が紀美野町役場の方　　　　　住民課戸籍住民係　℡　０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９２０
　　　　　　　　　　　　□交付場所が紀美野町役場美里支所の方　住民室戸籍住民係　℡　０７３ ‐ ４９５ ‐ ３４６３

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５
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平成28年度紀美野町職員（追加）募集について
　紀美野町では、下記要領で職員採用試験を実施します。

■職種・予定人員等　保育士　　１人程度
　　　　　　　　　　看護師　　１人程度
■受験資格
　保育士　・昭和61年４月２日から平成11年４月１日ま

でに生まれた者で、児童福祉法により保育
士登録簿に登録されている者又は平成29年
３月31日までに登録される見込みの者

　看護師　・平成29年４月１日時点で40歳以下の者で、
看護師免許を有する者又は平成29年３月31
日までに看護師免許取得見込みの者

　　　　　※その他受験資格詳細については各「採用試
験案内」をご覧ください。

■採用試験
　【第１次試験】平成28年11月26日（土）（保育士）
　【第２次試験】平成28年12月11日（日）（保育士）
　【第１次試験】平成28年12月11日（日）（看護師）
■試験方法
　第１次試験及び第２次試験　保育士
　第１次試験のみ　　　　　　看護師
■試験会場
　紀美野町役場
　和歌山県海草郡紀美野町動木287番地
■採用予定日　平成29年4月1日

■受験申込書の入手方法
　受験申込書の配布については、（保育士）平成28年11月
1日（火）から平成28年11月11日（金）・（看護師）平成
28年11月１日（火）から平成28年11月22日（火）まで
の間（土・日・祝日を除く、８時30分から17時15分ま
で）に下記の場所において配布を受けるか、ホームペー
ジからダウンロードしてください。郵送による配布は
いたしません。

　・紀美野町役場本庁２階　総務課　動木287番地
　・紀美野町役場美里支所　住民室　神野市場226番地１
　HPアドレス　http://www.town.kimino.wakayama.jp
　※平成28年11月１日以降に採用試験案内、申込書等が

ダウンロードできます。
■申込み受付期間（土・日・祝日を除く、8時30分〜 17時15分）
　平成28年11月１日（火）～平成28年11月11日（金）
　17時15分必着（保育士）
　平成28年11月１日（火）～平成28年11月22日（火）
　17時15分必着（看護師）
　紀美野町役場　総務課で受付をします。郵送の場合は、
簡易書留郵便で上記期限必着です。
■その他
　職員採用試験の詳細については、申込書と一緒にお渡
しする「採用試験案内」に記載しております。

■問い合わせ　紀美野町役場　総務課人事担当
　　　　　　　℡ ０７３‐４８９‐５９１２

学
校
給
食
調
理
員
の
募
集
に
つ
い
て      

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

 

（
税
務
課
）

■
業
務
内
容

　

学
校
給
食
調
理
（
下
神
野
小
学
校
勤
務
）

■
募
集
人
員　

１
人   

■
雇
用
期
間　

　

平
成
28
年
12
月
１
日
～

　

平
成
29
年
３
月
31
日　

　

※
更
新
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金

　
　
　
　

日
額　

７
，０
０
０
円
（
資
格
有
）

　
　
　
　

日
額　

６
，２
０
０
円
（
資
格
無)

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

７
時
30
分
～
16
時
00
分（
休
憩
45
分
含
む
）   

■
応
募
資
格　

調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

　

※
免
許
の
な
い
方
も
可

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償

　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
に

よ
る  

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時
・
場
所

　

応
募
者
に
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

平
成
28
年
11
月
18
日
（
金
）

　

17
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

履
歴
書
、
調
理
師
免
許
証
写
し
を
持
参
も

し
く
は
郵
送
に
よ
り
左
記
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

教
育
委
員
会　

教
育
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

■
業
務
内
容

　

課
税
事
務
の
補
助
（
資
料
整
理
な
ど
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間

　

平
成
29
年
１
月
４
日
～

　

平
成
29
年
３
月
31
日

■
賃
金　
　

日
額　

６
，０
０
０
円

　
（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当

な
し
）

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
曜
日
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
休
憩
１
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格　

18
歳
以
上
概
ね
65
歳
ま
で
の

方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
な
ど
）
が
で
き
る
人　

■
加
入
保
険　

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
に

よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

平
成
28
年
12
月
初
旬

　
（
応
募
者
に
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切　

　

平
成
28
年
11
月
30
日
（
水
）
17
時

　

履
歴
書
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地
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16
秋
の
囲
碁
・
将
棋

大
会
の
ご
案
内

第
１
回
紀
美
野
町

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
催
‼

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・
第
39
回
町
民
大
学
講
座
・
紀
美
野
町
人
権
研
修
会

「
子
ど
も
の
心
を
知
る
魔
法
」

講
師　

辻つ
じ

中な
か　

公く
み 

氏
（
大や

ま
と和

躾し
つ
け

伝
承
学
師
）

■
日
時　

11
月
20
日
（
日
）

　

９
時
30
分
集
合
（
時
間
厳
守
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
和
室

■
参
加
者　

ど
な
た
で
も

　
　
　
　
　
（
プ
ロ
を
除
く
）

■
参
加
費　

　

囲
碁
の
部　

１
，５
０
０
円

　

将
棋
の
部　

１
，０
０
０
円

※
昼
食
費
含
む
（
当
日
徴
収
）

■
賞　

優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
・
飛

び
賞
及
び
参
加
賞

■
申
し
込
み　

11
月
17
日
（
木
）
ま

で
に
中
央
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

申
し
込
み
多
数
の
場

合
、
分
か
れ
て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会

　
　
　
　

囲
碁
部
・
将
棋
部

　

い
ま
全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
る
読

書
イ
ベ
ン
ト
の「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

を
、
野
上
中
学
校
協
力
の
も
と
、
開

催
し
ま
す
。
県
立
図
書
館
の
開
催
す

る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
和
歌
山
大
会
の

一
環
と
し
て
開
催
し
、
紀
美
野
町
の

皆
さ
ん
の
読
書
意
欲
を
刺
激
し
ま
す

よ
～
！

　

当
日
は
野
上
中
学
校
の
生
徒
も
た

く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
一
般

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
読
書

好
き
の
方
は
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

11
月
６
日
（
日
）

　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

野
上
中
学
校
図
書
室

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
ん
の
森　

谷
口

　
℡
０
９
０
‐
８
９
３
７
‐
１
４
０
２

★
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
…

　
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ラ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
発
表
者
た
ち
が
、
自
分
が
お
も

し
ろ
い
と
思
う
本
の
魅
力
を
３
分
間

で
紹
介
し
あ
い
ま
す
。
見
学
者
は
そ

れ
を
聞
い
て
「
読
み
た
く
な
っ
た
」

と
思
っ
た
本
に
投
票
し
、
最
多
数
の

得
票
を
得
た
本
を
チ
ャ
ン
プ
に
決
め

る
本
の
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
で
す
。

■
日
時　

11
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

18
時
30
分
～

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

み
さ
と
ホ
ー
ル

■
入
場
無
料
（
整
理
券
配
布
中
）

■
整
理
券
配
布
場
所

　

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野
地

区
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
美

里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張

所

　
（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
講
師
紹
介

　

大
和
言
葉
や
、
や
ま
と
し
ぐ
さ
、

日
本
神
話
、
所
作
法
か
ら
、
５
つ
の

和
の
心
（
感
謝
、
思
い
や
り
、
尊
敬
、

責
任
、
信
頼
）
の
知
恵
を
「
大
和
躾

伝
承
学
」と
し
て
皆
様
に
お
伝
え
し
、

日
本
人
の
和
の
心
の
中
に
あ
る
「
た

お
や
か
な
中
に
凛
と
し
た
」
身
も
心

も
美
し
い
輝
く
オ
ト
ナ
に
な
る
こ
と

で
、
日
本
人
の
素
晴
ら
し
さ
を
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
と
共
に
、
素
晴

ら
し
い
日
本
を
世
界
に
発
信
し
て
い

ま
す
。

　

社
会
人
の
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

―
シ
ョ
ン
構
築
に
必
要
な
５
つ
の
心

を
引
き
出
す
た
め
の
ス
キ
ル
を
提
案

す
る
に
あ
た
っ
て
「
今
す
ぐ
に
使
え

る
」
を
実
践
的
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

修
参
加
者
は
、
毎
年
４
，０
０
０
人

に
上
り
ま
す
。

　

著
書
「
魔
法
の
日
め
く
り
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
」「
あ
な
た
の
可
能
性
の
種

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
」「
や
ま
と
し

ぐ
さ
日
め
く
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
」な
ど
。

　

京
都
市
出
身
・
滋
賀
県
在
住

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

■
日
時　

　

11
月
19
日
（
土
）

　
　

９
時
30
分
～
21
時
30
分

　

11
月
20
日
（
日
）

　
　

９
時
30
分
～
16
時

■
展
示
【
19
・
20
日
】

■
サ
ー
ク
ル
発
表
【
19
日
】

【
女
性
料
理
】
９
時
～

　
　
　
　
　
（
試
食
で
き
ま
す
。）

【
茶
席
】
12
時
30
分
～

【
男
性
料
理
】
13
時
～　

（
先
着
順
で
、
ち
ら
し
寿
司
の
お

持
ち
帰
り
あ
り
ま
す
。）

【
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
】
13
時
～

（
人
形
劇
等
）

【
ナ
ツ
メ
ロ
】

18
時
30
分
～
21
時
30
分　

■
問
い
合
わ
せ　
小
川
地
区
公
民
館

小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会
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■
中
央
公
民
館

　

２
日　
『
セ
ラ
』
で
あ
そ
ぼ
う

　

９
日　
デ
コ
ナ
ッ
プ
を
楽
し
も
う

　

16
日　

お
は
な
し
会

　

23
日　

お
休
み

　

30
日　

将
棋
・
オ
セ
ロ
あ
そ
び

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

２
日　

お
は
な
し
会

　

９
日　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

　

16
日　

世
界
一
周
め
ぐ
り

　

23
日　

お
休
み

　

30
日　

フ
ラ
フ
ー
プ
を
し
よ
う

　

や
ま
な
み
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
植
木
鉢
や
メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス

な
ど
い
ろ
ん
な
も
の
を
デ
コ
っ
て

み
よ
う
！
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
日
時　

11
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

15
時
～
16
時
30
分

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館

　

今
年
４
月
19
日
（
火
）
に
全
国

学
力
学
習
状
況
調
査
〔
国
語
、
算

数
・
数
学
の
２
教
科
（
基
礎
問
題

Ａ
・
応
用
問
題
Ｂ
）
及
び
質
問
紙

回
答
で
、
小
学
校
第
６
学
年
及
び

中
学
校
第
３
学
年
の
児
童
生
徒
を

対
象
〕
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果

が
９
月
29
日
に
文
部
科
学
省
よ
り

公
表
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
小
学

校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
の
状

況
を
本
紙
で
公
表
し
ま
す
。　

　

本
町
は
、
児
童
生
徒
数
が
少
な

い
た
め
一
人
当
た
り
の
占
め
る
割

合
が
大
き
く
、
数
値
の
客
観
性
が

低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
設
問

別
に
国
の
正
答
率
と
大
き
く
差
が

あ
っ
た
も
の
を
報
告
し
ま
す
。
な

お
、
平
均
正
答
率
は
、
表
の
と
お

り
で
す
。

　

国
語
の
結
果
を
見
る
と
、
小
学

校
で
は
、
漢
字
の
読
み
「
貯
金

（
ち
ょ
き
ん
）」
が
正
答
率
100
％
と

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

☆
交
流
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
☆

『
デ
コ
ナ
ッ
プ
を
楽
し
も
う
』

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
２
０
０
冊
】

　
桑
山
み
の
り
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

　

塚
田
萌
楓　
（
下
小
５
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ラ
イ
フ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原
浩
・
著

「
天
晴
れ　

ア
ヒ
ル
バ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　

山
本
幸
久
・
著

「
危
険
な
ビ
ー
ナ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾
・
著

「
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
だ
い
く
さ
ん
」

　
　
　
　
　
　

な
か
や
み
わ
・
作

「
ま
ん
ぷ
く
寺
で
ま
っ
て
ま
す
」

　
　
　
　
　
　

髙
田
由
紀
子
・
作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
晩
秋
の
陰
画（
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
）」

　
　
　
　
　
　
　

山
本
一
力
・
著

「
帰
っ
て
き
た
腕
貫
探
偵
」

　
　
　
　
　
　
　

西
澤
保
彦
・
著

「
子
ど
も
が
よ
ろ
こ
ぶ
野
菜
の
お

か
ず
ス
ー
プ
」　

島
田
ま
き
・
著

「
三
年
一
組
、
春
野
先
生
！
」

　
　
　

く
す
の
き
し
げ
の
り
・
作

「
ぼ
く
だ
っ
て
ト
カ
ゲ
」

　
　
　
　
　
　

内
田
麟
太
郎
・
作

～
平
成
28
年
度
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果
か
ら
～

　

11
月
12
日
（
土
）
13
日
（
日
）

20
日
（
日
）
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書

室
は
臨
時
休
室
い
た
し
ま
す
。

　

本
の
返
却
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
休
室
の
お
し
ら
せ

な
り
、
調
査
を
受
け
た
す
べ
て
の

児
童
が
正
答
し
ま
し
た
。対
し
て
、

「
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
も
の
を

ロ
ー
マ
字
で
書
く
」「
ロ
ー
マ
字

で
表
記
さ
れ
た
も
の
を
正
し
く
読

む
」
の
正
答
率
が
国
平
均
と
比
べ

て
最
も
大
き
く
下
回
り
、
ま
た
、

四
つ
以
上
の
選
択
肢
の
中
か
ら
答

え
を
選
ぶ
型
の
問
題
の
正
答
率
が

低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

型
の
問
題
の
特
徴
は
、
選
択
肢
一

つ
一
つ
の
文
章
が
長
く
、
選
択
す

る
際
に
も
読
解
力
を
求
め
ら
れ
る

点
で
す
。

　

中
学
校
で
は
、「
聞
き
手
を
ど

の
よ
う
に
想
定
し
て
話
し
て
い
る

の
か
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適

切
な
も
の
を
選
択
す
る
」
の
正
答

率
が
国
平
均
と
比
べ
て
最
も
大
き

く
下
回
り
、
漢
字
の
書
き
取
り
で

は
、「
ド
ク
ソ
ウ
的
な
考
え
」の「
独

創
」
の
正
答
率
も
国
平
均
と
比
べ

大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
図
書
館
で
の
本
の
探

し
方
に
関
し
て
課
題
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
対
し
て
、「
物
語
の
一
部

と
図
鑑
の
説
明
か
ら
必
要
な
情
報

を
読
み
取
り
、
根
拠
を
明
確
に
し

て
考
え
を
書
く
」
の
正
答
率
が
国

平
均
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

算
数
・
数
学
の
結
果
を
見
る
と
、

小
学
校
で
は
、「
直
方
体
に
お
い

て
、
示
さ
れ
た
面
に
垂
直
な
面
を

選
ぶ
」
の
正
答
率
が
国
平
均
を
大

き
く
上
回
り
ま
し
た
。
昨
年
度
課

題
の
あ
っ
た
「
図
形
」
領
域
で
し

た
が
、
今
年
度
は
良
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
対
し
て
、「
７
．１
、

７
、７
．０
１
の
中
で
、
一
番
大
き

い
数
と
、一
番
小
さ
い
数
を
選
ぶ
」

の
正
答
率
が
国
平
均
と
比
べ
て
最

も
大
き
く
下
回
り
、「
学
校
ご
と

の
１
人
当
た
り
の
本
の
貸
出
冊
数

を
求
め
る
た
め
に
、
学
校
ご
と
の

貸
出
冊
数
の
合
計
の
ほ
か
に
調
べ

る
必
要
の
あ
る
事
柄
を
選
ぶ
」
の

正
答
率
も
国
平
均
と
比
べ
大
き
く

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
数
学
Ａ
の
平
均

正
答
率
が
、
国
の
平
均
を
大
き

く
上
回
り
ま
し
た
。
特
に
、「
反

比
例
の
グ
ラ
フ
か
ら
式
を
求
め

る
」
問
題
で
は
、
国
の
正
答
率
を

20
％
も
上
回
り
ま
し
た
。対
し
て
、

「
−5
、
０
、１
、２
．５
、４
の
中
か

ら
自
然
数
を
全
て
選
ぶ
」「
Ａ
車

を
購
入
し
て
10
年
間
使
用
す
る
と

き
の
総
費
用
を
求
め
る
」
の
正
答

率
が
国
平
均
と
比
べ
大
き
く
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
及
び
児
童
生
徒
の
質
問
紙

回
答
か
ら
は
、
ペ
ア
、
グ
ル
ー
プ

で
の
学
習
や
考
え
を
き
ち
ん
と
書

く
な
ど
、
各
校
に
お
い
て
、
授
業

改
善
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。ま
た
、

中
学
校
に
お
い
て
は
、
家
庭
で
の

勉
強
時
間
や
生
活
習
慣
が
お
お
む

ね
良
好
で
あ
る
こ
と
、
小
学
校
で

苦
手
と
感
じ
て
い
る
書
く
こ
と
、

読
む
こ
と
へ
の
苦
手
意
識
が
、
中

学
校
で
は
解
消
傾
向
に
あ
る
こ
と

な
ど
、
小
学
校
で
培
っ
た
力
を
、

中
学
校
で
着
実
に
伸
ば
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

平成28年度全国学力学習状況調査平均正答率
正答率…小学校6年生（％）Aは基本・Bは応用

国語A 国語B 算数A 算数B

紀美野町 68 56 76 42

和歌山県 70 56 77 46

全国 73 58 78 47

正答率…中学校3年生（％）Aは基本・Bは応用

国語A 国語B 数学A 数学B

紀美野町 75 65 66 44

和歌山県 74 63 62 43

全国 76 67 62 44
（小数点以下四捨五入）
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　野球をやってみたいと思っている小学生、チーム
のみんなと一緒に楽しく野球をしませんか？
　活動の中から友達の輪が広がり、元気一杯にグラ
ウンドをかけ回り、一つのボールを追う・・・野球
を通していろんなことを学び、豊かな人間性を育む
ことができます。
　男女、学校、学年問わず興味のある方はぜひ見学、
体験から‼いつでも気軽にお電話ください。
■問い合わせ　会長：坂本明裕
　（℡０９０‐３４９６‐１２４７）
■活動日　　毎週土曜日　　　13時～ 17時
　　　　　　毎週日曜日　　　10時～ 17時
　　　　　　毎週水・木曜日　18時30分～ 21時
■場所　
　紀美野町
　スポーツ公園

─ わが町サークル ─
「野上少年野球クラブ」

　

10
月
９
日
（
日
）、
ふ
れ
あ
い

公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
秋
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
の
降
る
中
、
１
１
７
名
と
昨

年
よ
り
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
大
会
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
括

弧
内
は
住
所
、
数
字
は
ス
コ
ア
で

す
。（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

※
優
勝
決
定
は
プ
レ
ー
オ
フ

優　

勝　

山
口
美
智
男
（
岩
出
市
）
110

準
優
勝　

中
西
勤　
　

（
海
南
市
）
110

３　

位　

岡
山
博
治
（
紀
の
川
市
）
111

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

花
田
洋
子
（
下
佐
々
）　

112

準
優
勝　

北
山
栄
子
（
紀
の
川
市
）
120

３　

位　

植
前
万
里
子
（
紀
の
川
市
）
121

　

平
成
27
・
28
年
度
に
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
り
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
功
績

の
あ
っ
た
方
に
対
し
て
、
紀
美
野

町
体
育
協
会
よ
り
、
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

　

岩
﨑
稀
優
（
陸
上
競
技
）

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

　

平
松
源
次
（
ペ
タ
ン
ク
）

　

佐
々
本
ヤ
ヨ
ミ
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

　

髙
松
徹
雄
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
二
十
三

紀
美
野
町
の
地
名
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
昔
話
を
一
時
中
断
し
て
、

紀
美
野
町
の
地
名
に
つ
い
て
記
載
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
、
外
部
の

方
か
ら
紀
美
野
町
「
動と
ど

木ろ
き

」
の
地
名

の
由
来
を
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
依

頼
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。「
う
ご
く
木
」

と
書
い
て
、「
と
ど
ろ
き
」
と
は
一
般

に
な
か
な
か
読
め
ま
せ
ん
。
何
か
歴
史

的
な
由
来
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
せ
る
よ
う
な
地
名
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
早
速
、
野
上
町
誌
を
調
べ
て

み
ま
す
と
、
や
は
り
そ
こ
に
記
述
が
あ

り
ま
し
た
。

　

地
名
の
由
来
は
、「
紀き

伊い

続し
ょ
く

風ふ

土ど

記き

」
を
基
に
し
て
お
り
、
野
上
の
地
名

か
ら
は
じ
ま
り
、
大
字
の
地
名
の
由
来

ま
で
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
「
動
木
」
に
つ
い
て
引
用
し
て
み
ま

す
。（
以
下
野
上
町
誌　

上
巻
第
三
章

郷
土
の
地
名
第
三
節　

大
字
名
の
由

来
か
ら
引
用
）

　
「
こ
の
大
字
の
地
名
を
、「
紀
伊
続
風

土
記
」
か
ら
引
用
し
て
、
そ
れ
に
若
干

の
解
説
を
試
み
た
い
。
も
っ
と
も
多
少

の
推
定
や
誤
り
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

の
で
、
後
の
指
示
訂
正
を
待
ち
た
い
。

　
『
動
木
の
名
義
を
考
ふ
る
に
轟
と
ど
ろ
きの
義

な
る
べ
し
、
野
上
川
下
佐
々
村
よ
り
北

に
向
ひ
て
流
れ
、
此
村
に
至
り
て
折
れ

て
西
に
向
ひ
て
流
る
。
村
居
其
屈
曲
の

処
に
当
る
を
以
て
、
川
流
激
し
て
水
声

の
轟
く
よ
り
名
と
す
る
な
り
。
他
国
に

も
轟
ノ
橋
、
轟
岡
な
ど
の
名
あ
り
、
此

等
と
同
じ
義
な
る
べ
し
、
人
家
所
々
に

散
在
す
、
小
名
曲
屋
は
村
の
西
辺
に
あ

り
、
小
畑
よ
り
の
街
道
に
て
此
所
に
て

道
折
れ
て
南
し
曲
尺
の
如
く
な
る
を

以
て
曲
屋
の
名
あ
り
』

　

野
上
川
の
水
流
は
、
こ
の
地
で
南
北

の
方
向
か
ら
急
に
西
へ
屈
曲
す
る
。
激

流
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
が
、
野
上
川

と
し
て
は
こ
こ
は
激
流
の
部
分
で
あ

る
。
そ
の
水
声
が
「
と
ど
ろ
き
」
の
意

味
で
、
こ
れ
を
地
名
と
し
た
と
い
う
。

「
轟
」
が
「
動
木
」
に
変
化
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
風
土
記
で
は
何
ら
触
れ

て
い
な
い
が
、「
動
く
」
こ
と
は
「
ゆ

る
ぐ
」
こ
と
と
解
す
れ
ば
轟
は
動
に
変

わ
り
、
添
字
の
「
木
」
は
語
呂
の
関
係

で
書
か
れ
「
動
木
」
と
変
わ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

曲
屋
は
、
高
野
往
来
と
龍
神
街
道
の

分
岐
点
で
、
ち
ょ
う
ど
曲か

ね
じ
ゃ
く尺の

よ
う
に

曲
が
っ
て
い
る
か
ら
こ
の
名
が
つ
け

ら
れ
た
と
い
う
。
野
上
川
を
距
て
て
、

新
シ
平
坪
、
新
在
家
、
桑
添
と
い
う
小

字
が
あ
る
が
、
動
木
村
の
分
村
地
と
思

わ
れ
現
在
は
「
動
木
平
」
と
総
称
さ
れ

る
。」

　

以
上
野
上
町
誌
か
ら
の
引
用
で
あ

る
が
、
動
木
地
区
の
地
図
を
見
る

と
、
確
か
に
貴
志
川
が
南
か
ら
北
に
向

か
っ
て
流
れ
、
現
在
の
動
木
南
で
川
岸

に
ぶ
つ
か
り
西
に
向
っ
て
流
れ
の
方

向
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
ま
す
。
昔
は
今
と
比
べ
も
っ
と
水
量

が
豊
富
で
、
こ
の
水
の
ぶ
つ
か
る
音
が

大
き
く
轟
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
す
。
地
名
か
ら
何
か
し
ら
自
然
と
共

に
生
き
た
古
の
人
々
の
息
づ
か
い
が

聞
こ
え
る
よ
う
で
す
。

平
成
28
年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

秋
大
会
結
果

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

上位の皆さん
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ま
な
ざ
し
の
輝
き
溢
れ
よ
ろ
こ
び
に

　
　
　
　
　
君
が
代
う
た
う
世
界
ト
ッ
プ
達
　
　
　
小
根
田
　
牧
子

秋
の
夜
の
工こ
う

場ば

の
灯
り
に
想
い
お
り

　
　
　
　
　
交
代
勤
務
若
き
日
の
夫つ
ま

　
　
　
　
　
　
竹
本
　
セ
ツ
子

初
物
の
栗
を
頂
き
ね
ん
ご
ろ
に

　
　
　
　
　
栗
ご
飯
炊
く
湯
気
の
温ぬ
く

と
し
　
　
　
　
段
木
　
　
幸
代

暑
き
夜
の
灯
り
に
寄
り
し
お
ほ
み
づ
あ
を

　
　
　
　
　
何
故
に
小ち

さ
し
と
わ
れ
は
訝い
ぶ

か
ふ
　
　
山
本
　
　
綾
子

眞ま

夏な
つ

よ
り
咲
き
初そ

め
花
で
木
を
包
む

　
　
　
　
　
あ
か
む
ら
さ
き
の
百さ
る
す
べ
り

日
紅
か
な
　
　
　
吉
村
　
　
紀
子

窓
ご
し
に
見
る
真
夜
中
の
星
空
に

　
　
　
　
　
星
ふ
る
里
と
あ
ら
た
め
思
う
　
　
　
　
横
山
　
　
圭
子

曽そ
う

孫そ
ん

の
く
れ
し
朝
顔
今
朝
ふ
た
つ

　
　
　
　
　
紫し

紺こ
ん

の
パ
ラ
ソ
ル
開
く
夏
空
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

遠
き
空
あ
か
ね
の
色
に
輝
き
て

　
　
　
　
　
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
蜩
ひ
ぐ
ら
しの
声
　
　
　
　
奥
　
　
ふ
み
代

残
照
の
朱あ
け

を
浴
び
つ
つ
老
農
夫

　
　
　
　
　
鍬く
わ

を
か
つ
ぎ
て
ゆ
る
ゆ
る
帰
る
　
　
　
橋
本
　
　
吉
信

炎
天
下
つ
る
な
し
イ
ン
ゲ
ン
花
咲
か
ず

　
　
　
　
　
葉
の
み
す
く
す
く
株
だ
け
育
つ
　
　
　
森
下
　
　
玉
子

病
院
の
窓
よ
り
見
ゆ
る
夕
明
か
り

　
　
　
　
　
わ
が
家
思
ひ
て
心
急
か
る
る
　
　
　
　
戎
谷
　
須
美
子

幅
跳
び
の
砂
へ
と
ジ
ャ
ン
プ
ち
ち
ろ
虫
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
貴
子

け
も
の
み
ち
壊
し
て
獣
葛く
ず

を
掘
る
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
　
富
貴
子

へ
ち
ま
の
水
一
升
瓶
に
う
す
濁
り
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
惇
子

経
典
を
読
め
る
者
な
き
墓
参
か
な
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
浩
平

榧が
や

の
実
と
教
へ
ら
れ
た
る
木
を
仰
ぐ
　
　
　
　
　
　
岩
間
　
　
文
鳥

つ
く
づ
く
と
老
い
ゆ
く
早
さ
秋
の
声
　
　
　
　
　
　
田
代
　
　
哲
郎

コ
ン
マ
イ
チ
老
眼
進
み
夜
の
長
し
　
　
　
　
　
　
　
前
　
　
　
　
廣

水
澄
む
や
橋
よ
り
覗
く
橋
の
影
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
　
　
昭
子

聴
診
器
患
者
の
あ
と
に
秋
を
聴
き
　
　
　
　
　
　
　
口
井
　
ト
シ
子

城
跡
の
隠
し
井
戸
よ
り
秋
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
　
な
を
み

歌
　
の
　
小
　
道

きみのスターパーティー実行委員会との協力は
天文台の観光・産業的な側面での活動です。それだ
けではなく、やはり、教育課の施設としては教育
的な活動も求められます。

紀美野町内の小中学生に始まり、りら創造芸術
高校や海南高校美里分校の高校生に対する授業は
定期的に行っています。さらに大学生に対しては、
博物館学芸員の資格を取るための実習を天文台で
行うことがあり、今年は夏休み中に二人の学生が
実習しました。他にも和歌山大学の授業「宇宙科
学」で講師が予定されています。

大学との連携で、イベントへの出展協力依頼も
あります。11月12日（土）と13日（日）には和
歌山大学を会場に開催される「青少年のための科
学の祭典」で出張天文
教室を行います。多数
の出展の中、みさと天
文台では「ホシゾラＧ
Ｏ Ver.3D - ３Ｄ映像で
宇宙旅行を体験しよう 
-」と題した体験ブース
を出展します。皆様ぜ
ひお越しください。詳
細は天文台ホームペー
ジ（http://obs.jp/） を
ご覧ください。

下神野小学校では、運動会のプログラムに「応
援合戦」があります。赤白２つのブロックに分か
れ、自分たちで考えたダンスを踊り、ブロックの
優勝を祈願します。他のプログラムのダンス等は、
教職員が考え、子ども達に指導して完成させます。
しかし、応援合戦だけは別です。９月上旬にブロッ
クのメンバーが発表されると、その中から応援リー
ダーが選出されます。リーダーを中心とした高学
年メンバーで曲目を決め、振り付けを考えていき
ます。１年生も一緒に踊るので、自分たちのこと
だけを考えているわけにはいきません。全員がう
まく踊れるよう必死で指導し、振り付けも修正を
迫られます。

そして、運動会本番。いままで積み重ねてきた
成果を発揮するときです。普段は大きな声をださ
ないような子も、声を振り絞り、力いっぱい演技
します。本校の応援合戦は、組体操や対抗リレー
とはまた違った運動会の花形種目です。

天文台だより
『宇宙を楽しく学ぶ ＝ 天

てん

文
もん

「楽
がく

」』
　矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
『運動会　応援合戦』

紀美野町立下神野小学校
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9月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 21（　） 21（　）
一 般 負 傷 9（　） 9（　）
交 通 事 故 4（　） 4（　）
そ の 他 1（　） 1（　）
合 計 35（　） 35（　）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

（
傷
病
者
の
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る

応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し
も
の
時

の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

な
お
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回

受
講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を
迎
え
る
方

は
、
再
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

　

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間　

　

９
時
か
ら
12
時
ま
で
の
３
時
間
講
習

■
講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無　

料

■
申
込
期
限　

11
月
20
日

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体
で
の
申
し
込

み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
』

11
月
９
日
は
【
１
１
９
番
の
日
】
で
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時
季
を
迎
え
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に
11
月
９
日

（
水
）
か
ら
11
月
15
日
（
火
）
ま
で
の
７
日
間

に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　

こ
の
機
会
に
、
忘
れ
が
ち
と
な
る
「
火
」
に

対
す
る
警
戒
心
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
ま
さ
か
！
」
の
火
災
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、
火
災
の
早
期
発
見

に
つ
な
が
り
ま
す
。
火
災
は
決
し
て
他
人
事
で

は
な
く
、
ど
こ
の
家
庭
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。
万
が
一
に
備
え
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

基
本
的
に
普
段
み
な
さ
ん
が
就
寝
し
て
い
る

部
屋
と
、
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
部
分
へ
の
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
、
火
災
の

発
生
が
２
番
目
に
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
台

所
へ
の
設
置
に
も
努
め
て
く
だ
さ
い
。

去
る
９
月
４
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
の
救
急

医
療
週
間
に
ち
な
ん
で
町
民
の
み
な
さ
ま
に
救

急
業
務
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
救
急
医
療
関
係
者
及
び

職
員
の
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
次
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
秋
季
全
国
火
災予

防
運
動
実
施

取
り
付
け
ま
し
た
か
？住宅

用
火
災
警
報
器

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

　

本
年
も
秋
季
火
災
予
防
運
動
実
施
に
伴

い
、
左
記
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い

ま
す
の
で
、
火
災
等
と
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
吹
鳴
日
時　

11
月
９
日
（
水
）　

７
時

２
．
吹
鳴
方
法　

一
斉
（
１
分
間
）

■
取
り
付
け
る
位
置
は
？

■
問
い
合
わ
せ　
　

消
防
本
部 

予
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
３

火 災 警 報 器 の 中 心 を 壁 か ら
60cm 以上離して取り付けます。
天井にはりがある場合には住警
器の中心から 60cm 以上離し
ます。

エアコンや換気扇の吹き出し
口付近では 1.5m 以上離しま
しょう。

天井から 15 ～ 50cm 以内
に住警器の中心がくるよう
にします。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
12
月
4
日
（
日
）

９月５日（月）ドクターカー運用
野上厚生病院 内科　    出口医師

９月 ７日（水）一日救急隊長
野上厚生病院 内科外来　
田中看護師

９月 12 日（月）ドクターカー運用
野上厚生病院 内科　　  加山医師



11月

今月は「農林商工まつり　柿の市」をはじめたくさ
んのイベントが催されます。皆さん、「芸術の秋」「味
覚の秋」を楽しんでください。
11 月、この季節朝夕気温が一気に下がります。風邪
などをひかないよう、暖かくしてお過ごしください。

編 集 後 記

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

3 日（木） きみのこどもまつり 文化センター・木の温もり広場 青少年センター 489 － 5909

4 日（金） 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【13 日 ( 日 )・27 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 － 6500

6 日（日） 秋のふれあいハイキング 大阪府箕面市 青少年センター 489 － 5909

9 日 （水）・22 日（火） 移動町長室 美里支所 住民室 495 － 3471

総務課 489 － 5912

17 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489 － 5912

美里支所 住民室 495 － 3471

19 日（土） 9:30 ～ 小川地区公民館作品展示会【～ 20 日】 小川地区公民館 小川地区公民館 489 － 4511

20 日（日） 9:00 ～ 農林商工まつり　柿の市 文化センター・木の温もり広場 産業課 489 － 5901

25 日（金） 18:00 ～ 町ＰＴＡ連合会・町民大学講座・人権研修会 文化センター 生涯学習室 489 － 5915

2016.1115

　

今
回
の
「
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」
は
、

紀
美
野
町
と
縁
の
深
い
丹
生
都
比
売
神
社
と
高

野
山
で
す
。
丹
生
都
比
売
神
社
で
は
境
内
の
案

内
を
い
た
だ
い
た
後
、
神
社
と
高
野
山
そ
し
て

紀
美
野
町
と
の
深
い
関
わ
り
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
28
年
11
月
28
日
（
月
）

※
雨
天
決
行

　

８
時
30
分
〜
17
時

　

集
合
場
所
・
解
散
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

40
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

２
，０
０
０
円

　
（
昼
食
代
・
保
険
代
込
み
）　

当
日
徴
収
し
ま
す
。

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
必
要
に
応
じ
て
雨
具

■
申
込
締
切　

平
成
28
年
11
月
18
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
役
場　

美
里
支
所　

ま
ち
づ
く
り
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

　

Fax 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
３
３
４

　

自
身
で
伐
採
し
た
竹
を
使
っ
て
、
食
器
を
作

り
ま
す
。
専
門
の
指
導
員
さ
ん
が
い
る
の
で
安

心
で
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
竹
に
親
し
め
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

竹
の
伐
採
・
竹
食
器
づ
く
り

■
募
集
人
数　

先
着
20
人

■
日
時　

11
月
13
日
（
日
）　

10
時
～
15
時

■
場
所　

西
野
集
会
所

　
　
　
　
（
紀
美
野
町
西
野
６
９
１
番
地
）

■
参
加
費　

２
０
０
円
（
当
日
集
金
）

■
持
ち
物　

帽
子
、作
業
用
手
袋
、水
筒
、弁
当

■
申
込
締
切　

11
月
６
日
（
日
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

未
来
に
つ
な
ぐ
虹
の
会

　

℡ 

０
９
０
‐
１
０
２
８
‐
３
５
９
０（

赤
阪
）

　

県
立
自
然
公
園
生
石
高
原
に
あ
る
「
山
の
家

お
い
し
」
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
工
事
期
間
中

は
一
時
休
業
と
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
工
事
場
所　

山
の
家
お
い
し

　
（
紀
美
野
町
中
田
８
９
９
番
地
２
９
）

■
工
事
期
間

　

平
成
28
年
11
月
末
～
平
成
29
年
１
月
末
予
定

　
（
工
事
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

■
日
時　

11
月
27
日
（
日
）
11
時
～

　

※
雨
天
決
行

■
場
所　

旧
志
賀
野
小
学
校

　

紀
美
野
町
西
野
11
番
地
１　

※
駐
車
場
あ
り

■
催
し　

凧
作
り
、
し
め
縄
作
り
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
出
店
な
ど

　

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
志
賀
野
ブ
ロ

グ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

未
来
ｄ
ｅ
志
賀
野

■
後
援　

紀
美
野
町

■
問
い
合
わ
せ  

　

未
来
ｄ
ｅ
志
賀
野　

大
隅　

康
司

　

℡ 

０
９
０
‐
５
３
６
５
‐
３
７
１
２

　

紀
州
マ
ル
イ
チ
農
園

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
６
０
１

紀美野町の人口
総人口…………	 9,424人
　男　…………	 4,374人
　女　…………	 5,050人
世帯数…………	 4,397世帯

（平成28年9月末現在）　　

　紀美野町面積 128.34km2

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

紀
美
野
史
発
見
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ウ
ト
ド
ア
で
使
い
た
い
♪

竹
を
使
っ
た
食
器
作
り

山
の
家
お
い
し
改
修
工
事
に
伴
う

一
時
休
業
の
お
知
ら
せ

志
賀
野
冬
フ
ェ
ス
タ
開
催
の
お
知
ら
せ



　紀美野町では、地震や武力攻撃などの発生時に備
え、防災行政無線を使用した情報伝達訓練を行いま
す。この訓練は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
を用いた訓練で、全国的に行われます。
　町民の皆様も放送にあわせ、ご家庭や職場でシェ
イクアウト訓練（姿勢を低く、体・頭を守り、揺れが
収まるまでじっとしている訓練）や避難グッズを確
認するなど、訓練に参
加しましょう。
　なお、防災行政無線
に よ る 放 送 は「11月
４ 日 の 訓 練 放 送 」 と

「11月29日の情報伝
達装置のテスト放送」
の２回行います。

※高等工科学校とは、将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品を駆使・運用するとともに、国際社会にお
いても、自信を持って対応できる自衛官となる者を養成し、教育する陸上自衛隊の学校です。
■問い合わせ　自衛隊有田募集案内所　℡ ０７３７‐８２‐６６３１

募集区分 受　付　期　間 試　験　日 応　募　資　格 待　遇　等

一　般
平成28年11月１日（火）

～
平成29年１月６日（金）

平成29年１月21日（土）
平成12年４月２日から平成14年
４月１日までに生まれた男子で、
中学校卒業者又は中等教育学校の
前期課程修了者（平成29年３月
卒業又は修了見込みの者も含む。）
※推薦については、推薦要件を満
たす者で、学校長等の推薦が必
要です。

特別職国家公務員(生徒）で、生
徒手当が月額　98,500円、期末手
当が年２回（６月・12月）支給さ
れます。
宿舎は無料で、食事・制服類・寝具
については、支給又は貸与されま
す。

推　薦
平成28年11月１日（火）

～
平成28年12月２日（金）

平成29年１月７日（土）・
８日(日）・９日（月）のうち
指定する日

１．訓練放送日時
　　　平成28年11月4日(金)
　　　10時頃「訓練放送」が流れます。
　　　平成28年11月29日(火)  
　　　11時頃「テスト放送」が流れます。
　　　※「テスト放送」の内容は「訓練放送」の内容と
　　　　は異なります。
２．11月４日の「訓練放送」の内容
　　♪♪上りチャイム音♪♪
　　「こちらは、紀美野町役場です。」
　　「ただいまから訓練放送を行います。」
　　　♪♪緊急地震速報チャイム音♪♪
　　　「緊急地震速報。大地震です。大地震です。」
　　　「これは訓練放送です。」　（3回繰り返し）
　　「こちらは、紀美野町役場です。」
　　「これで訓練放送を終わります。」
　　♪♪下りチャイム音♪♪

避難グッズ確認シェイクアウト訓練

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を行います

陸上自衛隊高等工科学校生徒の募集について

2016.11 16

編
集

・
発

行
　

紀
美

野
町

総
務
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